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1．　 は じめに

　理科教育 の 充実 が求め られ るなか ，小 学校

の 教育現場 で は ，理科の 授業 を担 う教員 に関

する問題が指摘され続 けて い る。平成 22 年度

小学校理科教育実態調査報告書 （2012）で は，

理 科全般 の 内容に指導 にっ い て 「得意」 「やや

得意」 と回答 した小学校教員の 割合は 6 割弱

で あ り，理科 の 学習内容 に つ い て の 知識 ・理

解に 「高 い 」 「やや高い 」 と回答した割合は 5

割 で あ っ た。年代別 にみ る と ， 経験年数が少

な い ほ ど指導 ・知識 に つ い て 肯定的 に捉 え て

い る割合は減少 す る傾向に あ る。理 科教 育内

容 が 削減 され た カ リキ ュ ラ ム で 学ん で き た

「ゆ と り世代」 が ，今後，小学校教員 とし て

大量 に採 用 され る こ とにな る 。 した が っ て，

小学校理科教員の 理科離れを改善す るため に

は ， 教員養成 と教員研 修の 役割が さらに重要

にな っ て くる と考え られる。

　渡邉 ら （2002）， 渡邉 ら （2005 ）， 渡邉 ・飯

野 （2010）は
， 小学校免許取得 の た め の 必 修

科 目で ある 「初等理科教育法」 の 受講者 の 理

科 に対す る意識，授業の 成果，授業後の 変容

を継 続 的 に 調 査 し て き た。本 研 究 で は ，

2010−2012 年 に実施 した調査結果を示 し，過去

に実施 し た調査結果 との 比較 を行い ，理科の

教員養成 の 課 題 と解決策に つ い て考察す る 。

講義の とき に理 科に対す る学生 の 意識調査 を

行い ，試 験前の 最終回に は 授 業の 成果等 に 関

す る調査を行 っ て い る 。 意識調査で は ， 記名

式の 調査用紙 を用 い て   理科 の 好嫌度 ，   小

学校理 科の 内容に 関す る知 識理 解の 自己評価 ，

  教育実習 にお ける理 科の 担 当希望 （お よび

そ の 理 由），  理 科の 特徴の 表現，  印象 に残

っ て い る小 学校理 科 の 実験 に つ い て質問 した 。

      は評定尺度法 を用 い ，  は空欄 を埋 め

る文 書完成法で質問 し ，   の 理 由 と  は 自由

記 述 の 回答 を求 め た 。 授業 の 成果 に 関す る評

価 で も記名式 の 調 査用紙 を用 い て
，   授業 の

成果 の 評価，  授業に対す る取 り組みの 自己

採 点，  理科 に対す る興味関心 の 向上 ，   講

義に取 り入れ た観察 ・実験の 活動 に対す る評

価 ，   教育実践に結び付 く知識 ・技能 の 習得 ，

  教育実習にお ける理 科の 担 当希望，  印象

に残 っ た授業 内容 ・活動な どに つ い て質 問 し

た 。   〜  は評定尺度法 ，   は 自由記述 で 回

答 を求めた 。 本研究では ，
2010−2012年度の 受

講生 を対象に した受講 当初の 意識調査 の 結果

を中心に報告す る。

　 「初等理 科教育法」は各学年 の 受講生 を A ・

B 組の 2 ク ラス に分けて ，2 年生 の 後学期 （A

組） と 3 年生の 前学期 （B 組）に講義 を行 っ

て い る 。 各学期の ア ン ケ
ー

ト回答者数 を表 1

に示す。

2．　 調査方法

　熊本大 学教育学部の 教職科 目で あ る 「初等

理 科教育法」 に お い て ， 筆者 らは第 1 回 目の
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表 1　 ア ン ケート回 答 者 数

年　度
　 　回答者数 （人）

意識調査 　　 授 業 評 価

2010 年度 前学期

2010 年度 後学期

2011 年度 前 学 期

2011 年度 後学期

2012年度 前学期

2012 年度 後学期

　 　 合　計

128113110102105102660113951069011186601

3．　 理 科に対する受講者の意識

1）理科の 好嫌度

　「あなた に とっ て理 科は好きな教科で すか ？

嫌 い な教科です か ？ 」 とい う質問 へ の 回答 を

図 1 に示す。

高い と言 え る 。
理 科が 好きな割合は ，前学期

の 受講生 の 方が後学期 の 受講生 よ り高 い が，

これ は前学期の 受講生の グル
ープ （B 組）に

理科 ， 数学 な ど理系科 目を主専攻 ・副専攻 と

する学生が含 まれて い るため と考え られる。

図 1　 理科に対する好き嫌い

　3年間の 平均 は ，
「たい へ ん好 き」 「どち ら

か と言 えば好き」 を合わせ ると 59．2％で あ

っ た 。 こ の 割合は ， 小 学校理科教育実態調査

報告書 （2012）で 理 科の 指導が 「得意」 「やや

得意」 と回答 した小 学校教 師の 割合 とほ ぼ同

じで ある。 国際数学 ・理科教育動向調査 の 2011

年調査 （TIMSS2011 ）で は ，「理科の 勉強が好

きか ど うか 」 に対 して 「強 くそ う思 う」 「そ う

思 う」 と回答 した児童 ・生徒 は小学 4 年生 で

83．2％， 中学 2年生で 52．5％であ っ た 。 質問

の 形式が 異なるの で 単純な比較 は で きない が ，

「初等理 科教育法」 を受講 して い る小 学校理

科教員免許 の 取得希望者 は ，
TIMSS2011 の 中

学 2 年生 と比 べ る とやや理 科が好き な割合が

2）小 学校理 科の知識理 解に 関す る 自己評価

小学校理科 の 内容 に関す る知識 や理解度の

自己評価の 結果を図 2 に示す 。
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図 2　 小学校理科の知識理解に関する自己評価

3年間の平均は ，
「自信が ある 」 「だい たい

自信が あ る」 の 合計が 41．5％で あり，半数

以 上 の 回答者が小学校理科 の 内容 に 関する

知 識 ・理解 に 自信 がない こ とがわ か っ た。

2012 年 度 前 学 期 の み 50％ を 越 え た が

（51．5％）， 授業 中に 実施 して い る 「て こ に

関するクイ ズ」 の 正 答率は 33．0％で あ り ，

2010−2012 年度の 各学期の 中で 最も低 く， 自

己 評価 とは
一

致 して い なか っ た 。 理 科の 知

識 ・理解が 「ま っ た く自信が ない 」 と回答 し

た受講者 は ，
9．5％ で あ り，

「自信 がある」 の

平均値 4．4％の 約 2 倍 で あ っ た 。 これか ら小

学校 で理 科 を教え る可 能性 の ある大学生の 約

6 割が理 科 の 内容 に 自信が ない と考え て い る

実態は ， 理 科 の 授業を担 当す る とき の 教員 の

苦手意識 に つ なが る と予想され る 。

3）教育実習にお ける理科の 担 当希望
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　小 学校で の 教育実習に お ける理 科授業の 担

当希望の 調査結果を図 3 に示す。
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図 3　教育実習 における小学校 理科の 担当希望

　 「理 科を担当 した い 」 「で きれ ば理科を担 当

したい 」 を選 択 した 受講 者 は，3 年 間で 平均

48．　9％で あっ た。こ の 割合 は，図 1 に示 した

理 科が好 きな割合 （59．2％）よ りも低 く，図 2

に 示 した 理科 の 知識 理解に 自信 が あ る割合

（41．5％）よ りも高 い
。 理 科授 業の 担 当希望

と理 科の 好嫌度との 関係 を表 2 に示す。

表 2　 小 学校理 科 の 担当希望 と理 科の 好嫌度 の 関係

理 科の 好嫌度

abCde

a3118000担 理

当 科

希 の

望

b6015242182

C611475562

d28144218

理科 の 好嫌度　 a たい へん好 き，b ど ち らか と言 え ぱ好 き，
c 好 きで も嫌 い で もない ，d ど ち らか と言 え ば嫌い ，　 e た い

へ ん 嫌い ．理科の 担 当希望 a 担 当 してみ たい と強 く 思 う，
b で きれ ば担当 して み たい ，c あま り担 当 して み た い とは思

わ ない ，d で きれ ば担 当 した く ない ．

　表 2 より ， 理科 が好 き と回答 した学生ほ ど

小 学校理 科 を担 当し て みた い と思 う傾 向が あ

る こ とが わ か る。 し か し，「理科 が どちらか と

言 えば好 き」 と回答 した学生 の 41．・8％が 「あ

ま り担当 して みた い とは思わない 」 「で きれ ば

担 当してみ た くな い 」 と回答 して い た。っ ま

り，学習者の 立 場で は理科 が好 きで あるが ，
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教え る立場 とし て は理科 を敬遠 す る要因があ

る こ とが推察で き る 。 次に ， 理 科授業の 担当

希 望 と理 科の 理 解度の 自己 評価 の 関係 を表 3

に示す。

表 3 　 小 学 校 理 科 の 担 当希 望 と理 科 の 理 解度 の 関係

小学校理 科 の 理 解度

ab C d

a 926122
担 理

当 科
希 の

望

b1613910811

C 36816121

d 1124229

小 学校 理科 の 理解 度 a 自信 が ある，b だい たい 自信 があ

る，c 少 し自信 が ない ，　 d ま っ た く自信 が ない ，理科 の 担

当希 望 a 担 当 して み た い と強 く思 う，b で きれば担 当 し

て みたい ，c あま り担 当 して み たい とは 思わない ，　 d で き

れ ば担 当 し た くない ．

　表 3 よ り ， 小 学校理 科 の 知識理解に少 し 自

信が な く，理科授業 をあま り担 当 し てみ たい

とは思わない と回答 した 学生が 最も多く， 次

に 理科の 知識理解 に だい たい 自信が あ り，理

科授 業を で きれ ば担 当 し て み た い と回答 し た

学生が多 い こ とがわ か る 。 小 学校理 科の 知識

理 解 に は （少 し／ ま っ た く） 自信 が ない が ，

教 育実習で理 科 を （強 く／で きれ ば）担当 し

て みた い とい う学生が全体の 20．2％み られた。

　小 学校理科の 担 当希望 の 回答理 由 を 自由記

述 で 質問 した とこ ろ ， 授業担当を希望する意

見 に は 「子 ど も が 実験す る とき の わ くわ く し

た顔 が見た い か ら」 「実験の 結果の 予想 を子 ど

もた ちか ら聞き 出す の は お も し ろそ うだ か

ら」 「他の 教科 と比 べ て よ り自由な授業展 開が

可能で あるか ら」 「知識 はない けど小学校の と

き ， 理科 の 授業は楽 しか っ た」 な どが あ り，

実験 を中心 とした理科学習が活動的で ，児童

の 生 き生 き と した反応 を導き出せ る こ とに魅

力 を感 じ て い る もの が多か っ た。
一

方 ，授業

担 当を希望 しない 意見 に は ，
「自分に知識 ， 興

味が ない か ら，子 どもに生 き生 きと楽 し く教

え られ る 自信 がな い 」 「理科 の 楽 し さを伝えた

い けれ ど，自分 はそ れ ほ ど理 科が 好 きで は な
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い か ら」 「自分が苦手なの で 教え られ な い 」 「授

業計画や準備 が他の 教科よ り大変そ う」 「理科

の 実験は危険なイメ
ージがあ るか ら」 な どが

あっ た。渡邉 ら （2005）は，学生 が小学校理

科授業の 担当 を敬遠 す る理 由を ，   理科 に関

す る知識不足 に対す る不安，  理 科が好きで

はない ／興味がない ，  授業展開や指導技能

に 関す る不 安 ，   特 定の 教材 に対す る苦手意

識 に分類 してい るが ，本研 究の 調査結果で も

  〜  に該当す る意見が多か っ た 。

4．　 授業の効果と学生の 変容

　筆者 らが 担当 し て い る 「初等理 科教育法」

で は ，学生の 理 科に対する苦手 意識の 払拭 ，

教材に 関する技能 の 向上 ， 教材 を介 した理科

学習 の 経験等を 目的 として ，観察 ・実験 を取

り入れ た講義や課題学習を行 っ て い る 。 こ の

よ うなアプ ロ
ーチに対 し て ，事後評価 の ア ン

ケ ー ト調査 で は受講生 の 95．9％が有意義で あ

っ た と回答 して い る。講義全 体の 成果につ い

て も，「満足の い く成果が得 られた」が 24．5％ ，

「満足 は で きな い が ， ある程度 の 成果が得 ら

れ た 」 が 65．7％で あ り，比 較的に好評価を得

て い る。そ こ で ，小学校で の 教育実習 にお け

る理 科授業の 担当希望 を再 び 調査 して ， 学生

の 意識 の変容 を調 べ た結果 を図 4 に示す。

図 4　教育実習に おける小学校理科の 担当希望

　　　　　　【授業成果の評価】

日 本理 科教 育学会九 州 支部大 会 発表論文 集 第40巻 2013

　理科の 授業を 「担 当して み たい と強 く思 う」

と回答 した学生は ，意識調査の 7．4％が授業評

価 の調査 におい て 14．9％と約 2 倍にな っ た 。

「で きれ ば担当 してみ たい と思 う」 と回答 し

た学生 は，意識調査 の 41．5％が授業評価の 調

査にお い て 56．5％に上昇 した。「初等理科教育

法」 の 履修 によっ て ，理科の 授業担 当を敬遠

しない 学生 を約 50％か ら約 70％へ と増加 させ

る こ とがで きた 。

5．　 おわりに

渡邉ら （2005）の 調査結果で は，理 科が （た

い へ ん／ どち らか と言えば）嫌 い な学生 は約

20％ で あ り， 本研究 の 調査結果 （20．9％） と

ほ ぼ一
致す る。小学校理 科 の 知識 理解の 自己

評価や教育実習にお け る理 科の 授 業担 当の希

望に対す る回答 の傾 向もよく似て い る。 した

が っ て ， 本研究の 調査結果 は ， 4 年生大学 に

お け る小学校教員免許取得者 に共通 した特徴

を示 し て い る の で は な い か と考え られ る 。
こ

の よ うな学生の 実態 を考慮 し て
， 理科学習観

の 変容や苦手意識 の 払拭を行 い ，さらに理 科

の 知識 ・技能 の 習得 ， 理 科 の 学習構想や授業

の 方 策に 関す る学習等 へ と展 開す る よ うな教

員養成 ・教員研修が求 められ るで あろ う。
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